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(57)【要約】
【課題】本発明は、室内の産業現場及び飲食店から発生
する煙を速かに処理できる煙処理装置に関する。
【解決手段】本発明の室内の産業現場と飲食店または熱
を加えて煙を発生させる加熱手段から発生する煙を処理
する煙処理装置において、前記室内の産業現場と飲食店
または熱を加えて煙を発生させる加熱手段で発生する煙
が流動することができる煙移動管路が備えられる煙回収
機が含まれて、前記煙回収機に備えられた煙移動管路に
は煙回収機によって回収された煙を浄化しながら浄化さ
れた煙を排出する煙浄化機が含まれて、前記煙浄化機で
排出される浄化された煙を移動させる熱気移動管路が含
まれる煙浄化手段と；前記煙浄化手段の煙移動管路に設
けられて煙回収機で回収される煙の熱交換を図って煙を
高温に変換させた後、煙浄化機に移動させる熱交換手段
と；からなることを特徴とする煙処理装置を提供する。
従って、煙移動管路に熱交換手段が設けられて煙回収機
で回収される煙を高温に変換させることによって煙浄化
機に高温の煙を供給することで煙浄化機の内部で円滑に
触媒が行われて煙が効率よく浄化される効果を発揮する
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内の産業現場と飲食店または熱を加えて煙を発生させる加熱手段から発生する煙を処
理する煙処理装置において、
　前記室内の産業現場と飲食店または熱を加えて煙を発生させる加熱手段で発生する煙が
流動することができる煙移動管路１２が備えられる煙回収機１１が含まれて、前記煙回収
機１１に備えられた煙移動管路１２には煙回収機１１により回収された煙を浄化しながら
浄化された煙を排出する煙浄化機１４が含まれて、前記煙浄化機１４で排出される浄化さ
れた煙を移動させる熱気移動管路１３が含まれる煙浄化手段と；
　前記煙浄化手段の煙移動管路１２に設けられて煙回収機１１で回収される煙の熱交換を
図って煙を高温に変換させた後、煙浄化機１４に移動させる熱交換手段２０と；からなる
ことを特徴とする煙処理装置。
【請求項２】
　前記煙浄化機１４の内部には触媒作用を利用して煙を速かに浄化するための触媒剤が備
えられることを特徴とする、請求項１に記載の煙処理装置。
【請求項３】
　前記煙移動管路１２の内部温度を測定して感知するように煙移動管路１２に第１温度セ
ンサー３１が取り付けられて、前記第１温度センサー３１により感知される煙回収機１１
の内部温度に応じて熱交換手段２０の作動を制御する第１制御手段３３が構成されること
を特徴とする、請求項１に記載の煙処理装置。
【請求項４】
　前記煙移動管路１２の内部温度を測定して感知するように煙移動管路１２に取り付けら
れる第２温度センサー４１と、
　前記煙回収機１１に連結される異型配管４３及び前記異型配管４３の開閉を各々担当す
る第１、２バルブ４４、４５と、
　前記第２温度センサー４１で感知される温度を基に前記第１、２バルブ４４、４５を制
御する第２制御手段４７と、
　一側が異型配管４３と連結されて、他側は異型配管４３で回収された煙が熱交換手段２
０を経ないように煙移動管路１２の後尾側と連結される供給配管４９と、で構成されて、
　前記異型配管４３のうち第１バルブ４４が備えられた異型配管４３は、熱交換手段２０
に煙を移動する煙移動管路１２と連結されて、第２バルブ４５が備えられた異型配管４３
は、別の供給配管４９と連結されることを特徴とする、請求項１に記載の煙処理装置。
【請求項５】
　前記煙浄化機１４は、一側に煙回収機１１で回収される煙が流入すると同時に他方に熱
気移動管路１２と連結される本体１５が含まれて構成されて、
　前記本体１５の内部には上部、下部が各々区分されて本体１５に流入する煙が流入して
排出されるケース１７と、前記ケース１７の区分された上側に煙回収機１１で流入した煙
が流入して捕集されるように密閉される空間が備えられる筒体１８と、からなる煙浄化体
１６が含まれて構成されるが、前記煙浄化体１６は、本体１５の内部に少なくとも一つ以
上設けられて、前記熱交換手段２０は、本体１５の区分された下側の筒体１８に直接高温
の熱気を伝達するバーナーからなることを特徴とする、請求項１に記載の煙処理装置。
【請求項６】
　前記筒体１８の内部には触媒作用を利用して煙を速かに浄化するための触媒剤が備えら
れることを特徴とする、請求項５に記載の煙処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、室内の産業現場及び飲食店から発生する煙を速かに処理できる煙処理装置に
関し、特に室内の産業現場と飲食店、または熱を加えて煙を発生させる加熱手段から発生
する煙が回収されて移動する煙移動管路に熱交換手段が設けられて煙回収機で回収される
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煙を高温に変換させることによって煙浄化機に高温の煙を供給し、煙浄化機の内部に備え
られた触媒剤によって円滑に触媒が行われて煙を効率よく浄化、処理させる煙処理装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　煙は、可燃性物質が燃焼する時に発生する固体及び液体状態微粒子の凝集であって、室
内の産業現場で作業中に発生し、飲食店で肉類を焼く時に特に多く発生する。
【０００３】
　このような煙は、物質が燃焼しながら人体に害を及ぼす微細粉塵が多量含まれるため、
作業者の鼻腔に微細粉塵が積もって作業者の健康及び作業環境を低下させる要因となり、
飲食店でも煙を被るようになり服などに不快な油の臭いが付き、食べ物の味を低下させる
要因となる。
【０００４】
　このような煙を除去するために集塵機が用いられているが、初期燃焼時に大量排出され
る煙の除去には効率が落ちる短所があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上記のような従来技術の問題点を解決するために発明されたもので、室内の
産業現場と飲食店または熱を加えて煙を発生させる加熱手段により発生する煙が回収され
て移動する煙移動管路に熱交換手段が設けられて煙回収機で回収される煙を高温に変換さ
せることによって煙浄化機に高温の煙を供給して、煙浄化機の内部に備えられた触媒剤に
よって円滑に触媒が行われて煙を効率よく浄化、処理させる煙処理装置を提供することに
その目的がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記のような目的を実現するために、本発明は室内の産業現場と飲食店または熱を加え
て煙を発生させる加熱手段から発生する煙を処理する煙処理装置において、前記室内の産
業現場と飲食店または熱を加えて煙を発生させる加熱手段から発生する煙が流動すること
ができる煙移動管路が備えられる煙回収機が含まれて、前記煙回収機に備えられた煙移動
管路には煙回収機によって回収された煙を浄化しながら浄化された煙を排出する煙浄化機
が含まれて、前記煙浄化機から排出される浄化された煙を移動させる熱気移動管路が含ま
れる煙浄化手段と；前記煙浄化手段の煙移動管路に設けられて煙回収機に回収される煙の
熱交換を図って煙を高温に変換させた後煙浄化機に移動させる熱交換手段と；からなるこ
とを特徴とする煙処理装置を提供する。    
【発明の効果】
【０００７】
　本発明による煙処理装置は、煙移動管路に熱交換手段が設けられて煙回収機で回収され
る煙を高温に変換させることによって煙浄化機に高温の煙を供給して、煙浄化機の内部で
円滑に触媒が行われて煙が効率よく浄化される効果がある。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の好ましい形態を示した例示図である。
【図２】本発明の好ましい形態を示した例示図である。
【図３】本発明の好ましい形態を示した例示図である。
【図４】本発明に係る煙浄化機の好ましい形態を示した例示図である。
【図５】本発明に係る煙浄化機の好ましい形態を示した例示図である。
【図６】本発明に係る煙浄化機の好ましい形態を示した例示図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
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　以下、添付図面を参照しながら、本発明の実施のための具体的な内容をより詳細に説明
する。
【００１０】
　本発明による煙処理装置は、室内の産業現場と飲食店または熱を加えて煙を発生させる
加熱手段から発生する煙を処理することができるように構成される。
【００１１】
　このために図１に示したように室内の産業現場と飲食店または熱を加えて煙を発生させ
る加熱手段には煙が必ず発生するが、この煙の発生をなくすために煙浄化手段が含まれて
構成される。
【００１２】
　前記煙浄化手段は、前記室内の産業現場と飲食店または熱を加えて煙を発生させる加熱
手段から発生する煙が流動することができる煙移動管路１２が備えられる煙回収機１１が
含まれて構成される。
【００１３】
　前記煙浄化手段は、煙回収機１１により回収された煙を浄化しながら浄化された煙を排
出する煙浄化機１４が煙移動管路１２に設けられる。前記煙移動管路に設けられる煙浄化
機１４の内部には触媒作用を利用して煙を速かに浄化するための触媒剤が備えられて、前
記触媒剤は白金触媒剤で構成されることが好ましい。
【００１４】
　前記煙浄化手段は、煙浄化機１４から排出される浄化された煙を移動させる熱気移動管
路１３が含まれて構成される。前記熱気移動管路で移動する煙は、高温の煙であるため、
その他必要なところに移動させて再使用可能にすることができる。
【００１５】
　尚、本発明は、前記煙移動管路１２に設けられて煙回収機１１で回収される煙の熱交換
を図って煙を高温に変換させて煙浄化機１４に移動させる熱交換手段２０がさらに構成さ
れる。
【００１６】
　従って、前記熱交換手段２０により煙移動管路１２で流動する煙が高温に変換されて煙
浄化機１４に高温の煙を供給することにより煙浄化機１４の内部に備えられた触媒剤によ
って円滑に触媒が行われて煙を速かに浄化させる効果を有することになる。
【００１７】
　ここで、前記熱交換手段２０は、熱交換器、発熱ヒーター、熱線のうちいずれか一つで
あることが好ましく、前記熱線は、煙回収機１１の外側に巻線されて形成されることが好
ましい。
【００１８】
　一方、前記熱交換手段２０により熱交換が行われた煙は、２００～３００℃に維持する
ことで触媒剤のよる迅速な触媒が行われて煙を浄化させることになる。
【００１９】
　しかし、煙回収機１１によって回収されて煙浄化機１４に流入する煙の温度が２００～
３００℃の範囲内に維持されると、熱交換手段２０と関係なく煙回収機１１によって回収
された煙を直ちに煙浄化機１４に移動させて触媒剤によって触媒が行われるようにする。
【００２０】
　このために、本発明では、第１、２形態に区分してその構成が成り立つようにする。
【００２１】
　前記第１形態は、図２に示したように煙移動管路１２の内部温度を測定して感知するよ
うに煙移動管路１２に取り付けられる第１温度センサー３１が構成されて、前記第１温度
センサー３１により感知される煙移動管路１２の内部温度に応じて熱交換手段２０の作動
を制御する第１制御手段３３が構成される。
【００２２】
　すなわち、煙回収機１１により回収されて煙移動管路１２で移動する煙の温度が２００
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℃以上の高温である時は、第１制御手段３３が熱交換手段２０の作動を遮断して煙回収機
１１により回収された煙を直ちに煙浄化機１４に移動させて浄化が行われるようにして、
煙回収機１１により回収されて煙移動管路１２に移動する煙の温度が２００℃未満である
時は、第１制御手段３３を介して熱交換手段２０を作動させて、回収される煙が煙浄化機
１４に移動する時には、２００℃以上の高温の煙に熱交換が行われるようにする。
【００２３】
　前記第２形態は、図３に示したように煙移動管路１２の内部温度を測定して感知するよ
うに煙移動管路１２に取り付けられる第２温度センサー４１と、前記煙移動管路１２に連
結される異型配管４３と、前記異型配管４３の開閉を各々担当する第１、２バルブ４４、
４５と、前記第２温度センサー４１で感知される温度を基に前記第１、２バルブ４４、４
５を制御する第２制御手段４７と、一側が異型配管４３と連結されて他方は異型配管４３
で回収された煙が熱交換手段２０を経ないように煙移動管路１２の後尾側と連結される供
給配管４９で構成される。
【００２４】
　また、前記異型配管４３のうち、第１バルブ４４が備えられた異型配管４３は、熱交換
手段２０に煙を移動する煙移動管路１２と連結されて、第２バルブ４５が備えられた異型
配管４３は別の供給配管４９と連結される。
【００２５】
　すなわち、煙回収機１１により回収されて煙移動管路１２に移動する煙の温度が２５０
℃以上の高温である時は、第２制御手段４７を介して第１バルブ４４を遮断しながら第２
バルブ４５を開放して煙回収機１１を介して回収された煙が供給配管４９、煙移動管路１
２を順に経て煙浄化機１４に煙が到達して触媒が行われるようにする。
【００２６】
　また、煙回収機１１により回収されて煙移動管路１２に移動する煙の温度が２５０℃未
満である時は、第２制御手段４７を介して第１バルブ４４を開放しながら第２バルブ４５
を遮断して煙回収機１１を介して回収された煙が煙移動管路１２を移動して熱交換手段２
０により高温の煙に変換された後、煙浄化機１４に煙が到達して触媒が行われるようにす
る。
【００２７】
　従って、前記第１、２形態によって熱交換手段２０の継続的な作動を遮断しながらも煙
回収機１１により回収される煙を直ちに使えるようにして効率性を向上する効果を有する
ようになる。
【００２８】
　ここで、前記煙浄化機１４の詳細な形態は、図４～図６に示したように、一側に煙回収
機１１で回収される煙が流入すると同時に他側に熱気移動管路１２と連結される本体１５
が含まれて構成される。
【００２９】
　前記煙浄化機１４に含まれる本体１５の内部には、上部、下部が各々区分されて、本体
１５に流入する煙が流入して排出されるケース１７と、前記ケース１７の区分された上側
に煙回収機１１で流入した煙が流入して捕集されるように密閉される空間が備えられる筒
体１８とからなる煙浄化体１６が含まれて構成されるが、前記煙浄化体１６は、本体１５
の内部に少なくとも一つ以上設けられる。
【００３０】
　尚、前記熱交換手段２０は、本体１５の区分された下側の筒体１８に直接高温の熱気を
伝達するバーナーからなる。
【００３１】
　前記筒体１８の内部には触媒作用を利用して煙を速かに浄化するための触媒剤が備えら
れて、前記触媒剤は、白金触媒剤で構成されることが好ましい。
【００３２】
　従って、前記熱交換手段２０により煙移動管路１２で流動する煙が煙浄化機１４に熱気
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を供給する熱交換手段２０により高温に変換されると同時に煙浄化機１４の内部に備えら
れた触媒剤によって円滑に触媒が行われて煙を速かに浄化させる効果を有するようになる
。
【符号の説明】
【００３３】
　１１　　　煙回収機
　１２　　　煙移動管路
　１３　　　熱気移動管路
　１４　　　煙浄化機
　１５　　　本体
　１６　　　煙浄化体
　１７　　　ケース
　１８　　　筒体
　２０　　　熱交換手段
　３１　　　第１温度センサー
　３３　　　第１制御手段
　４１　　　第２温度センサー
　４３　　　異型配管
　４４　　　第１バルブ
　４５　　　第２バルブ
　４７　　　第２制御手段
　４９　　　供給配管

【図１】

【図２】

【図３】
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